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６
日

宣
教
地
召
命
促
進

の
日
（
献
金
）

　

キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
に
救
い
の
福
音
を
伝
え
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
者

一
人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
神
か
ら
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
る

こ
と
（
召
命
）
で
す
。

　

宣
教
に
従
事
す
る
司
祭
・
修
道
者
が
よ
り
い
っ
そ
う
増
え
る
よ
う
祈
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
日
、
わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
中
の
宣
教

地
に
お
け
る
召
命
促
進
の
た
め
に
祈
り
、
犠
牲
を
さ
さ
げ
ま
す
。
当
日
の
献
金

は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
集
め
ら
れ
、
全
世
界
の
宣
教
地
の
司
祭
養
成
の
た
め
の
援

助
金
と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。
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２
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年
５
月
24
日

＋
主
の
平
和

今
年
も
待
降
節
が
近
づ

き
、
皆
さ
ま
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
の
準
備
も
始
め
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
ク
リ
ス
マ
ス

の
ミ
サ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
る
と
は
言
え
、
信
徒
だ

け
で
は
な
く
一
般
の
方
も
含

め
多
く
の
方
の
参
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
折
し
も
、
特
に

愛
知
県
を
は
じ
め
、
い
く
つ

か
の
地
域
で
は
感
染
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
全
国
的
に

警
戒
が
必
要
な
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
各
小
教
区

で
は
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
良

く
対
策
を
取
っ
て
お
り
、
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
ク
リ
ス
マ
ス
の
ミ
サ
に

も
慎
重
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
教
団
は
11
月
１
日
に

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に

お
け
る
感
染
症
対
応
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

ま
す
と
、今
の
日
本
は
④「
国

内
に
お
け
る
感
染
症
の
流
行

継
続
」
の
状
態
に
当
て
は
ま

る
の
で
、
そ
の
部
分
を
守
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
全
文
に

つ
い
て
は
、
名
古
屋
教
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ふ
ま
え
た

上
で
、
各
小
教
区
で
は
特
に

以
下
の
こ
と
を
参
考
に
対
策

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．‌�

参
加
人
数
を
分
散
す
る

た
め
に
ミ
サ
の
回
数

を
増
や
す
。

小
教
区
の
規
模
に
関
わ
ら

ず
、
可
能
な
限
り
検
討
し
て

み
る
。
小
さ
な
聖
堂
も
密
に

な
り
や
す
い
。

２
．‌�

で
き
る
だ
け
歌
わ
な
い
。

全
員
で
大
き
な
声
で
歌
う

こ
と
が
一
番
大
き
な
リ
ス
ク

に
な
る
の
で
、
歌
う
場
合
は

先
唱
者
や
ソ
ロ
だ
け
に
す

る
。
も
し
、
司
祭
と
信
徒
の

応
唱
の
部
分
を
全
員
で
唱
え

る
な
ら
、
マ
ス
ク
の
ま
ま
で

き
る
だ
け
小
さ
な
声
に
す

る
。
た
だ
、
ク
リ
ス
マ
ス
な

の
で
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
よ

く
用
い
て
（
時
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
流
す
）
出
来
る
だ
け
音
楽

を
豊
か
に
す
る
。ま
た
、キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
典

礼
を
工
夫
す
る
。

３
．‌�

換
気
、
加
湿
の
工
夫

寒
い
時
期
だ
が
、
混
み
具

合
に
よ
っ
て
は
で
き
る
だ
け

暖
房
を
強
く
し
た
上
で
、
窓

を
少
し
開
け
る
（
専
門
家
に

よ
る
と
、
部
屋
の
は
す
か
い

に
窓
を
そ
れ
ぞ
れ
５
セ
ン
チ

ず
つ
開
け
る
だ
け
で
も
効
果

が
あ
る
）、
あ
る
い
は
、
み

言
葉
の
祭
儀
の
後
な
ど
に
空

気
の
入
れ
替
え
を
す
る
な

ど
、
換
気
す
る
。

名
古
屋
教
区
の
松
浦
悟
郎
司
教
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
主
の
降
誕
ミ
サ
」
に
つ
い
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
よ
り「
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
お
け
る
感
染
症
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
発
表
さ
れ
た
。
熟
読
の
上
、各
小
教
区
、

各
共
同
体
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

教
区
の
皆
さ
ま

主
の
降
誕
ミ
サ
に
つ
い
て

�

教
区
司
教　

松
浦
悟
郎

①�

国
外
に
お
け
る
感
染
症
の

発
生
時

日
本
国
外
に
お
い
て
感
染

症
が
発
生
し
、
拡
大
し
て
い

る
も
の
の
、
日
本
に
お
い
て

は
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
段
階
。

②�

国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

発
生
時

国
内
に
お
い
て
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
国
や

都
道
府
県
に
よ
る
緊
急
事
態

④�

国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

流
行
継
続

緊
急
事
態
宣
言
、
営
業
・

移
動
の
自
粛
要
請
は
解
除
さ

れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

感
染
症
が
流
行
し
続
け
て
い

る
段
階
。

○�

以
下
の
よ
う
な
感
染
症
対

策
を
行
っ
た
上
で
ミ
サ

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ア�

十
分
な
社
会
的
距
離
を
保

て
る
よ
う
に
人
数
制
限

を
行
う
。

イ�

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
が
あ

る
方
へ
の
ミ
サ
出
席
の

自
粛
要
請
。

ウ�

全
て
の
信
徒
へ
の
ミ
サ
出

席
義
務
免
除
。

エ�

教
会
で
の
マ
ス
ク
着
用

（
司
祭
も
信
徒
も
）。

オ�

ミ
サ
出
席
者
は
入
堂
前
に

検
温
し
、
名
前
と
連
絡

先
と
日
付
の
記
録
を
残

す
。

カ�

聖
堂
入
り
口
に
手
指
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
を
設
置
。

キ�

共
用
の
歌
集
や
祈
り
の

カ
ー
ド
は
使
わ
な
い
（
撤

去
す
る
）。

ク�

「
聖
書
と
典
礼
」
や
週
報

は
戻
さ
ず
、
必
ず
持
ち

帰
る
。
残
部
は
廃
棄
す

る
。

ケ�

聖
水
盤
の
使
用
自
粛
。

コ�

ミ
サ
中
の
換
気
に
留
意
す

る
。

サ�

会
衆
に
よ
る
歌
は
な
し

（
感
染
を
防
げ
る
十
分
な

距
離
を
保
て
れ
ば
、
先

唱
ま
た
は
少
人
数
の
聖

歌
隊
に
よ
る
歌
唱
は
可

能
）。

シ�

説
教
は
短
く
。

宣
言
や
営
業
・
移
動
の
自
粛

要
請
が
出
さ
れ
て
い
な
い
段

階
。

③�

国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

拡
大

国
内
に
お
い
て
感
染
症
の

感
染
が
拡
大
し
、
行
政
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
や
営
業
・

移
動
の
自
粛
要
請
が
出
さ
れ

た
段
階
。

（
以
上
は
段
階
の
み
で
後
は

省
略
）

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る 

感
染
症
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

�

２
０
２
０
年
11
月
１
日

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団

「教皇への献金」のご報告
　昨年11月の教皇フ
ランシスコ来日にあ
たり、「教皇への献金」
のご協力をお願いし
たところ、訪日記念
グッズの売り上げの
一部を含め、総額9千
万円あまりの献金を
いただくことができ
ました。皆さまの温
かいご協力に感謝す
るとともに、10月初め教皇庁へ送金したことをご
報告いたします。
　献金はすべて、教皇来日テーマ「すべてのいの
ちを守るため～ PROTECT ALL LIFE ～」を具現
化する活動のために、教皇にお使いいただきます。
心より、御礼申し上げます。

� 日本カトリック司教協議会
� 会長　髙見三明大司教

「教皇への献金」
のお礼状が�
届きました。
　10月初めに教皇庁へ送金
いたしました「教皇への献
金」に対して、教皇フラン
シスコよりお礼状が届きま
したのでお知らせします。

親愛なる兄弟
日本カトリック司教協議会会長　
髙見三明長崎大司教さま

　貴国への司牧訪問の旅を終えた後、教皇庁大使
館を通して日本の信者の皆さんが送ってくださっ
た貧しい人々への献金を受け取り、大変うれしく
思います。
　善意の寄付に伴う皆さんの努力と犠牲を深く心
にとめ、聖ペトロの使徒座への献身と教会の普遍
的な使命を分かち合うことの雄弁なしるしを送っ
てくださったことを、兄弟である司教さま方、聖
職者、修道者、信徒の皆さんに感謝いたします。
　皆さんと共に過ごした時を鮮明に思い起こしな
がら、日本のすべての神の民を、教会の母聖マリ
アのいつくしみ深い保護に委ねます。
　皆さんに心からの祝福を送ります。どうぞ、わ
たしのためにもお祈りください。

� 兄弟であるフランシスコ

10
月
25
日
の
バ
チ
カ
ン
で

の
「
お
告
げ
の
祈
り
」
で
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
新
し

い
枢
機
卿
13
人
の
任
命
を
発

表
し
た
。
新
枢
機
卿
13
人
は

11
月
28
日
に
バ
チ
カ
ン
で
行

わ
れ
る
枢
機
卿
会
議
で
教
皇

に
よ
っ
て
叙
任
さ
れ
る
。
こ

の
内
、
教
皇
選
挙
（
コ
ン
ク

ラ
ー
ベ
）
で
投
票
権
の
あ
る

80
歳
未
満
の
枢
機
卿
は
９
人

で
あ
る
。
11
月
28
日
の
枢
機

卿
会
議
で
新
枢
機
卿
が
叙
任

さ
れ
る
と
、
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ

に
参
加
で
き
る
枢
機
卿
は
合

計
128
人
と
な
る
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

Ｈ
Ｐ
よ
り
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
、 

13
人
の
新
枢
機
卿
を
発
表

ス�

奉
納
の
中
止
。

セ�

献
金
は
ミ
サ
の
中
で
は
集

め
な
い
。

ソ�

平
和
の
あ
い
さ
つ
で
の
身

体
的
接
触
（
握
手
、抱
擁
、

接
吻
等
）
の
自
粛
。

タ�

聖
体
拝
領
前
に
、
司
祭
も

信
徒
も
、
再
度
手
指
の

消
毒
を
行
う
。

チ�

聖
体
を
口
に
受
け
る
こ
と

の
自
粛
。

（
以
下
も
参
考
ま
で
に
）

⑤�

国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

減
少
期

対
策
は
②
「
国
内
に
お
け

る
感
染
症
の
発
生
時
」
の
項

に
準
ず
る
。

⑥�

国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

終
息

ア�

通
常
の
教
会
活
動
を
行

う
。

�

以
上

４
．‌�

丁
寧
な
ア
ナ
ウ
ン
ス

教
会
に
は
じ
め
て
来
ら
れ

る
方
々
の
た
め
に
、
ミ
サ
の

内
容
と
共
に
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
丁
寧

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
。

小
教
区
に
よ
っ
て
事
情
が

異
な
る
の
で
一
律
の
形
は
取

り
ま
せ
ん
が
、
以
上
の
こ
と

と
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参

考
に
し
て
、
意
味
深
い
典
礼

を
考
え
て
祝
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
今

後
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
変

わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

�

祈
り
の
う
ち
に

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
お
け
る
感
染
症
対
応
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
全
文
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。

https://w
w
w
.cbcj.�

catholic.jp/2020/11/09�
/21446/

■
■
■ 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
サ
の
あ
り
方
は
？ 

■
■
■
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主のご降誕おめでとうございます。

みなさまの心の中に

主イエス・キリストが訪れますように

２０２０年１２月２５日
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す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

名
古
屋
教
区
八
事
霊
園
で

合
同
追
悼
ミ
サ
を
捧
げ
る

名
古
屋
教
区
合
同
追
悼

ミ
サ
が
９
月
22
日
、
名
古

屋
市
立
八
事
霊
園
内
の
カ

ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
霊

園
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は

CO
V
ID
-19

の
感
染
予
防
の

た
め
、
参
列
者
約
80
人
は
全

員
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
聖
歌

は
歌
わ
ず
唱
え
た
。
ミ
サ
は

太
田
実
神
父
（
一
宮
教
会
主

任
）
と
青
山
玄
神
父
（
神
言

修
道
会
）の
司
式
で
行
わ
れ
、

早
川
和
彦
助
祭
、
光
山
相
泰

助
祭
が
奉
仕
し
た
。

太
田
神
父
は
説
教
で
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ホ

イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父
の
書
い
た

随
想
選
書
『
人
生
の
秋
に
』

の
中
か
ら
「
最
上
の
わ
ざ
」

を
紹
介
し
、
こ
の
詩
の
最
後

の
節
「
す
べ
て
を
な
し
終
え

た
ら
、
臨
終
の
床
に
神
の

声
を
き
く
だ
ろ
う
。『
来
よ
、

わ
が
友
よ
、
わ
れ
な
ん
じ
を

見
捨
て
じ
』
と
」
を
取
り
上

げ
て
話
し
た
。

「
こ
れ
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

だ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
。

今
日
こ
こ
に
慰
霊
に
訪
れ
た

私
た
ち
も
い
ず
れ
、
逆
に
弔

わ
れ
る
立
場
と
な
る
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
も
与
え
ら
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
て
受
け
止

め
、
神
の
み
旨
に
従
っ
て

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」

名
古
屋
教
区
東
八
事
第
一

墓
地
で
は
10
月
11
日
に
約
120

人
が
参
列
し
て
、
伊
藤
大

有
神
父
（
東
山
教
会
主
任
）、

光
山
相
泰
助
祭
と
早
川
和
彦

助
祭
に
よ
り
追
悼
ミ
サ
が
捧

げ
ら
れ
た
。
伊
藤
神
父
は
説

教
で
「
天
の
国
で
は
イ
エ
ス

の
愛
の
中
に
満
た
さ
れ
て
永

遠
に
生
き
る
で
し
ょ
う
。
天

国
の
皆
さ
ん
と
こ
こ
に
集
う

私
た
ち
と
ミ
サ
を
通
し
て
愛

の
中
で
一
体
と
な
る
こ
と
が

で
き
、
ミ
サ
こ
そ
が
愛
の
宴

と
な
る
。
こ
の
愛
の
連
鎖
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

11
月
１
日
に
は
東
八
事
第

二
墓
地
に
約
80
人
が
集
ま

八事霊園合同追悼ミサを捧げる太田実神父（中央）と	
青山玄神父（神言会）（左）

経
緯名

古
屋
教
区
で
は
、
宣
教

司
牧
評
議
会
の
も
と
に
広
報

委
員
会
が
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
内
実
は
教
区

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
で
あ
っ

た
。
教
区
ニ
ュ
ー
ス
の
性
格

上
、
宣
教
司
牧
評
議
会
が
関

与
す
る
こ
と
な
く
、
教
区
が

直
接
管
理
し
て
い
た
。

一
方
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
が
求
め
ら
れ
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当

チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
り
、
新

し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
始

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

広
報
部
設
立

以
上
の
経
緯
か
ら
、
教
区

ニ
ュ
ー
ス
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
管
轄
す
る
広
報
部
を
設
立

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
広
報

部
の
教
区
ニ
ュ
ー
ス
は
官
報

の
要
素
が
あ
り
、ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
内
容
、

管
理
も
教
区
が
責
任
を
負
う

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
組

織
的
に
は
宣
教
司
牧
評
議
会

で
は
な
く
、
教
区
事
務
局
に

位
置
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

広
報
部
の
詳
細
は
次
の
通

り
。

名
古
屋
教
区
本
部

　
　

⇐

　

広
報
部

　
　

部
長　

Fr.
平
田
政
信

　
　

補
佐　

Dc.
早
川
和
彦

　
　

教
区
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　

Fr.
早
川
努（
編
集
長
）

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

Fr.
太
田
実

�

（
管
理
責
任
者
）

　
　
　

Fr.
伊
藤
大
有

　
　
　

Fr.
片
岡
義
博

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
は
、
燃
料
電
池
自
動
車

の
ト
ヨ
タ
「
ミ
ラ
イ
」
車
を

ベ
ー
ス
に
し
た
「
パ
パ
モ
ー

ビ
レ
」
を
10
月
７
日
に
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
教
皇
に
納
車
し

た
。こ

の
車
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
が
２
０
１
９
年
11
月
に

日
本
を
司
牧
訪
問
し
た
際
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
特
別
に
製

造
し
た
２
台
の
内
の
１
台

で
、
ト
ヨ
タ
は
こ
の
２
台
の

「
ミ
ラ
イ
」を
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
に
寄
贈
し
て

い
た
＝
写
真
。

「
パ
パ
モ
ー
ビ
レ
」
と
は

ロ
ー
マ
教
皇
が
パ
レ
ー
ド
な

ど
で
使
用
す
る
謁
見
用
車
両

で
あ
る
。
こ
の
車
は
ト
ヨ

タ
「
ミ
ラ
イ
」
を
ベ
ー
ス
に

開
発
さ
れ
た
「
パ
パ
モ
ー
ビ

レ
」
で
、
後
部
座
席
の
ル
ー

フ
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
、
そ
の

部
分
は
防
弾
ガ
ラ
ス
張
り
の

防
護
設
計
と
な
っ
て
お
り
、

パ
レ
ー
ド
の
際
に
は
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
が
立
ち
上
が
り

沿
道
か
ら
よ
く
見
え
る
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
岐
阜
教
会
の

付
属
幼
稚
園
と
し
て
教
会
に

隣
接
す
る
天
使
幼
稚
園
が
、

今
年
創
立
90
周
年
を
迎
え
11

月
３
日
お
祝
い
の
会
が
行
わ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

参
加
者
は
在
園
児
と
保
護
者

に
限
ら
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
多
い
中
、
子

ど
も
た
ち
に
笑
顔

を
届
け
る
た
め
ク

ラ
ウ
ン
（
道
化

師
・
ピ
エ
ロ
）
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

楽
し
ん
だ
。
サ
ー

カ
ス
芸
か
ら
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
、
そ
し

て
コ
メ
デ
ィ
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
に
笑
い
と
驚
き
に
包

ま
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

天
使
幼
稚
園
は
１
９
３

０
（
昭
和
５
）
年
に
聖
霊
会

修
道
女
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ

た
。
45
年
７
月
９
日
岐
阜
空

襲
に
よ
り
、
岐
阜
教
会
も
聖

堂
や
幼
稚
園
な
ど
敷
地
内
の

す
べ
て
の
建
物
を
焼
失
し

た
。終

戦
直
ち
に
神
言
修
道
会

ヨ
ゼ
フ
・
バ
イ
エ
ル
師
が
着

任
し
、
45
（
昭
和
20
）
年
、

幼
稚
園
が
復
興
し
た
。
53
年

神
言
修
道
会
か
ら
聖
心
布
教

会
の
管
轄
に
移
り
、
85
（
昭

和
60
）
年
、学
校
法
人
認
可
、

２
０
０
０
（
平
成
13
）
年
、

現
在
の
園
舎
を
新
築
し
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

園
長
テ
ー
ラ
ー
・
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
神
父
は
、

「
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て

も
本
園
の
教
育
方
針
は
キ
リ

ス
ト
教
に
お
け
る
愛
の
実
践

を
軸
に
“
心
の
教
育
”
に
努

め
、
自
分
も
他
人
も
大
切
に

す
る
心
を
育
ん
で
き
た
。
少

子
化
問
題
・
経
済
不
安
等
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
き
伝
統

を
踏

と
う
し
ゅ
う襲し

、
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
時
代
を
ふ
ま
え
た
特
色

あ
る
幼
稚
園
づ
く
り
に
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
努
め
て

い
く
た
め
、一
層
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

名
古
屋
教
区
・
広
報
部
の
設
立

ト
ヨ
タ
「
ミ
ラ
イ
」
オ
ー
プ
ン
カ
ー 

「
パ
パ
モ
ー
ビ
レ
」
を
ロ
ー
マ
教
皇
に
納
車

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
に
贈
ら
れ
た

「
パ
パ
モ
ー
ビ
レ
」

り
、
椎し

い
尾お

匡ま
さ

文ふ
み

神
父
（
高
蔵

寺
教
会
主
任
）、
真
野
和
夫

助
祭
に
よ
り
、
追
悼
ミ
サ
が

捧
げ
ら
れ
た
。

天
使
幼
稚
園
創
立
90
周
年

子供に笑顔を届けるクラウンのパフォーマンス

教皇フランシスコ 来日公式記録DVD 完成のお知らせ
　2019年11月、ヨハネ・パウロ2世以来、38年ぶりに来日したローマ教皇フランシスコの4日間。その
軌跡と言葉を後世に伝えるため、公式記録DVDを制作いたしました。歴史的な瞬間をぜひ映像でご体
験ください。
DVD概要

POPE IN JAPAN 2019 すべてのいのちを守るため
～教皇フランシスコ 来日の軌跡～

Disc 1：来日ドキュメンタリーほか（全103分）
　1 〈実録〉すべてのいのちを守るため～教皇フランシスコ 祈りと言葉～
　2 教皇ミサ／パパモービレ（長崎県営野球場）
　3 教皇ミサ／パパモービレ（東京ドーム）　他。
Disc 2：教皇メッセージ集（全135分）
　1 核兵器についてのメッセージ（長崎・爆心地公園）
　2 殉教者への表敬（長崎・西坂公園）
　3 ミサ説教～王であるキリストの祭日～（長崎県営野球場）
　4 平和のための集い（広島平和記念公園）　他。
～完全記録版2枚組DVDディスク（パッケージ⼊り）永久保存版～
DVDをご希望の方は、1口6千円以上の献金につき1組を献呈いたします。配布
開始は11月末から、お申し込み終了は2021年2月末を予定しています。
＊�お申し込み期間と配布開始時期は変更される場合がありますので、ご了承ください。
①郵便局の払い込み⽤紙の場合
　　郵便振替 00120 – 7 – 410103
　　宗教法人カトリック中央協議会献金第一口
　　＊�「通信欄」に送付先（住所、氏名、電話番号）と「DVD○組希望」とお書き下さい。
②銀⾏ATM、ネットバンキング等からのお振込の場合
　　ゆうちょ銀行 〇一九店（当座）0410103 宛になります。
　　＊�お振込後、フォームに必要事項を記入し、DVD希望枚数をチェックの上、送信してください。

フォームはカトリック中央協議会ホームページをご覧ください。
問合せ　カトリック中央協議会　教皇訪⽇準備室
　　　　〒135-8585 東京都江東区潮⾒2-10-10　電話 03-5632-4411（代） FAX 03-5632-4453
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「最上のわざ」
この世の最上のわざは何？
楽しい心で年をとり、
働きたいけれども休み、
しゃべりたいけれども黙り、
失望しそうなときに希望し、
従順に、平静に、
おのれの十字架をになう。
若者が元気いっぱいで
神の道を歩むのを見ても、ねたまず、
人のために働くよりも、
謙虚に人の世話になり、
弱って、もはや人のために
役だたずとも、
親切で柔和であること。
老いの重荷は神の賜物、古びた心に、
これで最後のみがきをかける。
まことのふるさとへ行くために。
おのれをこの世につなぐ鎖を
少しずつ外ずしていくのは、
真にえらい仕事。
こうして何もできなくなれば、
それを謙虚に承諾するのだ。
神は最後にいちばん
よい仕事を残してくださる。
それは祈りだ。手は何もできない。
けれども最後まで合掌できる。
愛するすべての人のうえに、
神の恵みを求めるために。
すべてをなし終えたら、
臨終の床に神の声をきくだろう。
「来よ、わが友よ、われなんじを見捨てじ」と
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す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く
た
め

東日本大震災・福島原発事故、災害支援金の報告
★発災時よりカリタス福祉委員会へ振込された支援金のご報告
　・2011.3.17（発災後募金開始）から　2020.10.31までの合計　32,385,211円
☆2020年10月　振込された支援金
　1件　17,379円　（振込手数料引き去り後の金額）
　振込ご協力いただいた小教区、個人（敬称略）　金沢教会
★東日本大震災・福島原発事故、災害支援金について
　�名古屋教区は、大阪教会管区震災復興支援プロジェ
クト、福島での原発被災支援活動をされている団体
を中心に支援してまいりましたが、2021年3月をも
ちまして10年間の東日本大震災・福島原発事故災害
支援金受付を終了の予定です。最終の3月に向けて、
皆様のご支援、ご協力を是非ともよろしくお願い致します。
　・毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　・�各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記のHPに
掲載。�
http://caritasjapan.jugem.jp

支援金振込先
口座番号：００８２０－５－１３７４５６
　　名義：カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
　※‌�「東日本大震災・災害支援金」と�
募金の意向を記入願います

ご連絡・問合せ先
名古屋教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426
　　FAX　052-852-1422

第
２
回

遺
伝
子
組
み
換
え
と
作
物

教
会
は
「
す
べ
て
の
命
を

守
る
」
と
信
者
に
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
私
た
ち
は
日
々

の
生
活
に
お
い
て
ど
れ
だ
け

気
に
か
け
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
安
い
か
ら
と
、
環
境
や

人
体
に
有
害
な
化
学
汚
染
ま

み
れ
の
食
品
や
遺
伝
子
組
み

換
え
（
Ｇ
Ｍ
）
食
品
を
平
気

で
摂
取
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
危
険
性
と
防
ぐ
手

段
を
学
ん
だ
。

「
腐
ら
な
い
ト
マ
ト
」

「
腐
ら
な
い
ト
マ
ト
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
１
９
９

２
年
ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬
品

局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
承
認
、
94
年

商
品
化
さ
れ
た
。
買
う
方
は

便
利
と
思
う
が
、
食
べ
る
方

は
安
全
か
と
疑
う
。
す
で
に

食
品
に
は
有
害
な
化
学
物
質

が
添
加
さ
れ
長
持
ち
す
る
よ

う
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上

さ
ら
に
、
遺
伝
子
が
組
み
込

ま
れ
た
（
ポ
リ
ガ
ラ
ク
ツ
ロ

ナ
ー
ゼ
＝
細
胞
壁
ペ
ク
チ
ン

加
水
分
解
酵
素
の
発
現
を
お

さ
え
る
た
め
に
、
ア
ン
チ

セ
ン
ス
ｃ
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
組
み
込

ま
れ
た
）
の
だ
か
ら
、
い
っ

そ
う
危
険
で
は
な
い
か
と
疑

う
。と

こ
ろ
が
、
す
で
に
Ｇ
Ｍ

作
物
は
広
く
流
通
し
て
い
る

の
だ
。
組
み
換
え
農
作
物
は

世
界
で
米
国
を
は
じ
め
26
カ

国
で
栽
培
さ
れ
、
面
積
は
日

本
国
土
の
４
・
８
倍
と
な
っ

て
い
る
。
主
な
農
作
物
は
大

豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
タ

ネ
、
ワ
タ
だ
。
こ
れ
ら
を
食

料
自
給
率
の
低
い
日
本
で
は

大
量
に
輸
入
し
て
い
る
（
大

豆
96
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

100
％
、
ナ
タ
ネ
100
％
）。
し

か
し
、
主
な
輸
入
元
の
米
国

で
は
大
豆
100
％
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
70
％
（
２
０
０
７
年
）

が
Ｇ
Ｍ
作
物
な
の
だ
。
日
本

国
内
で
Ｇ
Ｍ
作
物
の
一
般
的

使
用
・
栽
培
・
流
通
・
加
工

等
が
承
認
さ
れ
た
の
は
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
セ
イ

ヨ
ウ
ナ
タ
ネ
、
ワ
タ
な
ど
、

９
作
物
118
品
種
と
な
っ
て
い

る
（
２
０
１
４
年
５
月
）。

Ｇ
Ｍ
作
物
の
目
的
は
何
か

①
収
穫
量
の
増
加
（
た
と

え
ば
、病
虫
害
に
強
い
品
種
）

②
省
力
化
（
た
と
え
ば
、
除

草
剤
に
強
い
品
種
）
③
困
難

な
環
境
（
乾
燥
地
帯
と
か
塩

分
の
高
い
地
域
な
ど
）
に
強

い
品
種
に
よ
り
作
付
け
面
積

の
拡
大　

④
栄
養
や
味
覚
の

改
善　

⑤
品
質
改
善
。
こ
れ

ら
は
総
じ
て
利
益
を
上
げ
る

た
め
だ
。

遺
伝
子
組
み
換
え
の
技
術

（
遺
伝
子
工
学
）と
は
何
か

そ
も
そ
も
、
遺
伝
子
組
み

換
え
の
技
術（
遺
伝
子
工
学
）

と
は
何
か
。
そ
れ
ま
で
、
品

種
改
良
は
育
種
・
交
配
に
よ

る
も
の
（
相そ

う

同ど
う

組
み
換
え
）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
遺
伝

子
工
学
と
は
、
そ
れ
と
は
決

定
的
に
違
う
「
種
の
壁
」
を

越
え
る「
非
相
同
組
み
換
え
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
①
遺

伝
子
を
切
る
ハ
サ
ミ
（
制
限

酵
素
）
と
く
っ
つ
け
る
ノ

リ（
リ
ガ
ー
ゼ
＝
結
合
酵
素
）

の
技
術
で
あ
り
、
②
出
た
と

こ
勝
負
、
ど
こ
に
入
る
か
わ

か
ら
な
い
、
ま
ぐ
れ
当
た
り

を
ね
ら
う
技
術
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
完
成
さ
れ
た
技

術
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

①
抗
生
物
質
耐
性
遺
伝

子
、
た
と
え
ば
、
腸
内
細
菌

へ
の
取
り
込
み
に
よ
る
耐
性

菌
出
現
、
②
そ
の
他
の
目
的

外
遺
伝
子
の
混
入
の
危
険

性
、
た
と
え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル

ナ
ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
（
組
み

換
え
大
豆
）
事
件
、
③
遺
伝

子
操
作
大
豆
か
ら
未
知
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
配
列
を
発
見
。

さ
ら
に
生
態
系
混
乱
の
危

険
が
あ
る
。

①
新
種
ウ
イ
ル
ス
、
微
生

物
、
耐
性
雑
草
の
誕
生
、
②

標
的
昆
虫
以
外
の
生
物
に
も

毒
性
（
た
と
え
ば
、
オ
オ
カ

バ
マ
ダ
ラ
の
幼
虫
が
組
み
換

え
コ
ー
ン
の
花
粉
を
食
べ
て

半
数
以
上
が
死
ん
だ
）、
③

将
来
の
生
態
系
混
乱
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
想
像
も
で
き

ず
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
深
刻
な
事
態
も
起
こ
り
う

る
。
身
近
に
も
広
が
る
Ｇ
Ｍ

今年は事前予約制
みんなで聴こう！パイプオルガン・聖歌・�
ハンドベルによる音楽のアドベント�
カレンダーそしてクリスマスのお話し

南山教会で素敵なクリスマスのお祝い
日　時　12月12日（土）13：30開場　14：00開演
会　場　カトリック南山教会大聖堂　名古屋市昭和区南山町1
交　通　地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車　徒歩5分
プログラム
　�クリスマスキャロル・きよしこの夜、他
　ハンドベルで奏でるクリスマスキャロル　他
出演者　�聖書朗読／シスター村上多美代、ソプラノ独唱／シスター伊藤晶、�

オルガン／吉田文、ハンドベル／名古屋女子大学音楽第4ゼミ
入　場　�無料（コンサート後に運営費用並びにホスピス聖霊後援会「ぶどう

の会」への寄付）
問合せ　吉田文　☎090-6076-8490
ご予約方法　ご予約フォームからお申込みが可能です。
　①　二宮音楽事務所ウエブサイトから
　　https://ninomusico.jimdofree.com
　②　電話でお申し込み　☎052-505-0151
お知らせ：Covid-19の状況により中止もあります。
ご来場の節はマスクを着用願います。

作
物
の
例
と
し
て
、
名
古
屋

港
周
辺
に
も
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の

広
ま
り
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
て
い
る
。

危
険
な
Ｇ
Ｍ
食
品
に
ど
う
取

り
組
め
ば
良
い
の
か

①
買
わ
な
い
。
消
費
者
の

行
動
が
企
業
を
動
か
す
こ
と

の
出
来
る
時
代
だ
か
ら　

②

シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
。
た
と

え
ば
、
中
止
を
求
め
る
署
名

活
動
、
組
み
換
え
食
品
の
表

示
、
基
準
や
検
査
体
制
の
強

化
を
求
め
る
運
動　

③
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
運
動　

④
地
産

地
消
・
流
域
内
自
給
運
動
に

取
り
組
む
な
ど
。

�

（
文
責
・
竹
谷 

基
）

カトリック名古屋教区

「リモート de新成人のつどい」2021

　今年の名古屋教区「新成人を囲む新年のつどい」は、コロナ感
染拡大防止の観点から中止となりました。しかし晴れの新成人を
迎える皆様をお祝いし、交流ができる場ができたらと願い、今回
Zoomを利用してリモート形式の「新成人のつどい」を企画しま
した。松浦司教にも参加して頂き、新成人の皆様を囲んで共に楽
しく交わり、これからの歩みもイエス様が共に歩んで下さるよう、
一緒にお祈りすることができる企画です。参加して下さった新成
人の皆様方には素敵なプレゼントを用意しています。お気軽にご
参加下さい。
日　時　2021年1月17日（日）14：00～16：00
対象者　�平成12年（2000）4月2日～平成13年（2001）4月1日生まれ

の新成人
所　属　�名古屋教区内の教会で、学校等で現在

地方に在住の方も大歓迎。勿論、名古
屋教区内にお住いの外国籍信徒の皆さ
んも大歓迎！（英語、ベトナム語、ポ
ルトガル語、スペイン語の通訳を予定）

申込み　右のQRコード、
　　　　�または https://forms.gle/LmemcWbFaN16QcUT6 か

ら、「新成人のつどい」申し込みフォームへアクセスし、
必要事項をご記入の上申し込みください。後日、参加に
必要なURL（IDとパスワード）をお送りします。

締切り　2021年1月10日迄。
参加費　無料
問合せ　名古屋教区宣教司牧評議会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　早川和彦助祭　☎052-935-2223
　　　　　　　　　青年委員会　片岡義博神父　☎076-421-3508
主　催　�名古屋教区宣教司牧評議会・名古屋教区青年委員会主催
この集いの模様は、後日Youtube での動画配信を予定しています。

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会
学
習
会
報
告

　
「
生
命
倫
理
を
考
え
る
」（
下
）

先
月
号
に
引
き
続
き
、
第
２
回
（
７
月
10
日
）
の
講
演
会
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

2020年7月九州豪雨募金へのお礼
　2020年7月に発

はつ

災
さい

した九州豪雨の募金の呼びかけに際して、名古屋教区内
の小教区、個人からも多くの寄付が寄せられた。今回の寄付につき福岡教区
長のアベイヤ司教様からお礼状が名古屋教区事務所に届きましたのでご紹介
します。

御　礼
―　「2020年九州豪雨」募金　―

ご寄付くださったすべての方へ
　このたびは、「2020九州豪雨」による、カトリック福岡教区内、特
に、熊本県球磨、人吉、水俣地方などでの被害に対しまして、お心
を寄せてくださり多大なご寄付をお届けくださいまして、誠にあり
がとうございました。心より御礼を申し上げます。
　7月3日に豪雨が発生し、また、その後に台風が通りました。線状
降水帯による豪雨は、史上例のない多量の雨をもたらし、また地形
も関係した集中的な被害も生じました。
　これにより尊い命が失われ、多くの方々が、家屋の流失や全壊、
半壊、また浸水の被害にあわれ、ご不便な生活を余儀なくされてい
ます。カトリック人吉教会では、近くまで水がせまり、教会近隣の
商店街なども甚大な被害をこうむりました。水俣教会では聖堂の床
上まで浸水し、後日、天井にも被害が見つかりました。
　このような中、皆様方からの温かいご支援をいただき、そのお心
とともに一人でも多くの方々にと支援金をお届けしております。支
援を受けられた方々からも感謝の便りが届いております。
　現在6千万円を超える支援をいただき、これまでに4,330万円ほど
支援することができました。まだ支援金受領申請途中の方もおられ、
引き続き、支援を継続してまいります。
　以上、ご報告かたがた、御礼を申し上げます。
　当地での1日も早い復興と被災された方々のご健康を祈りながら。

� 2020年10月27日　　　　　　　　　　　　　
� カトリック福岡教区司教　ヨゼフ・アベイヤ
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祭
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祭
日
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祝
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祝
日
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記
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記
念
日

12
月
の
教
会
暦

３
日
㈭	
日
本
宣
教
の
保
護
者
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
司
祭
（
祝
）

６
日
㈰	

待
降
節
第
２
主
日

	

宣
教
地
召
命
促
進
の
日（
献
金
）

７
日
㈪	

聖
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
司
教
教
会
博

士
（
記
）

８
日
㈫	

無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
（
祭
）

13
日
㈰	

待
降
節
第
３
主
日

14
日
㈪	

聖
ヨ
ハ
ネ
（
十
字
架
の
）
司
祭

教
会
博
士
（
記
）

20
日
㈰	

待
降
節
第
４
主
日

25
日
㈮	

主
の
降
誕
（
祭
）

26
日
㈯	

聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
殉
教
者
（
祝
）

27
日
㈰	

聖
家
族
（
祝
）

28
日
㈪	

幼
子
殉
教
者
（
祝
）

1
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈮
㈷
神
の
母
聖
マ
リ
ア
（
祭
）

	

世
界
平
和
の
日

３
日
㈰	

主
の
公
現
（
祭
）

10
日
㈰	

主
の
洗
礼
（
祝
）

17
日
㈰	

年
間
第
２
主
日

18
日
㈪
～
25
日
㈪

	

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
週
間

24
日
㈰	

年
間
第
３
主
日

31
日
㈰	

年
間
第
４
主
日

	

世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日

（
献
金
）

教
区
行
事
予
定

12
月

８
日
㈫	

樹
の
会

11
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会

12
日
㈯	

殉
教
者
顕
彰
委
員
会
定
例
会

	

信
徒
協
役
員
会

13
日
㈰	

中
高
生
会
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日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会
部
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松
浦
司
教
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社
会
福
音
化
推
進
部
＊

16
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

17
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

19
日
㈯	

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

25
日
㈮	

教
区
事
務
所
休
館

26
日
㈯	

教
区
付
き
司
祭
の
集
い
＊

	

月
集
（
テ
・
デ
ウ
ム
）
＊

28
日
㈪
～
１
月
３
日
㈰
教
区
事
務
所
休
館

1
月

４
日
㈪	

教
区
事
務
所
仕
事
始
め

６
日
㈬	

濃
尾
Ｂ
司
祭
会
議

８
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会

９
日
㈯	
宣
司
評
運
営
委
員
会
＊
／
殉
教

者
顕
彰
委
員
会
定
例
会
／
信
徒

協
幹
事
会
／
共
助
組
合
連
絡
会

新
年
会

10
日
㈰	

中
高
生
会

12
日
㈫	

樹
の
会

13
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

14
日
㈭	

教
区
顧
問
会

16
日
㈯	

正
義
と
平
和
学
習
会
／
レ
ジ
オ

名
古
屋
ク
リ
ア

17
日
㈰	

（
新
成
人
を
祝
う
教
区
新
年
の

集
い
・
中
止
）
／
新
成
人
の
集

い
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
＊

19
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

21
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊
／
月
集
＊

24
日
㈰	

教
会
学
校
教
師
会

25
日
㈪	

北
陸
Ｂ
司
祭
会
議
＊

30
日
㈯	

典
礼
委
員
会

31
日
㈰	

高
蔵
寺
教
会
堅
信
式
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

12
月

３
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員

会

９
日
㈬	

社
会
司
教
委
員
会

10
日
㈭	

司
教
総
会

1
月

14
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

26
日
㈫	

南
山
学
園
評
議
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
又
は
延
期
と
な
っ
た
行
事

１
、	

11
月
東
山
教
会
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌

に
よ
る
レ
ク
イ
エ
ム
」

２
、	

12
月
布
池
教
会
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
メ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

３
、	

２
０
２
１
年
「
新
成
人
を
祝
う
教
区

新
年
の
集
い
」。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
新

成
人
の
集
い
を
開
催
予
定
。

４
、	

２
０
２
１
年
２
月
６
日
殉
教
者
祭

「
栄
国
寺
」
金
沢
教
会
で
の
「
福
者

ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者
ミ
サ
」
は

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
開
催
。

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
12
月
の
炊
き
出
し　

木
３
日
東
山
、

10
日
布
池
、
17
日
聖
霊
・
南
山
・
樹
の
会
、

24
日
城
北
橋
、
31
日
越
冬　

金
４
日
喜

望
の
会
、
11
日
長
浦
、
18
日
布
池
、
25
日

南
山

2020年度　聖書の学び〈岐阜〉

日　時　12月13日（日）　14：00～16：30
場　所　聖マリア女学院（マドンナホール）
12：00～13：30は召命同伴の時間になりました。
第一部　イエスはどういう方か
　　　　力ある業による「神の国」の宣言
　　　　新しいイスラエルと新しい神の家族
　　　　（マルコ3章7～35節）
連　絡　諸事情により、一週間ずれることがあります。
　　　　参加希望者は日時をご確認ください。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　岐阜修道院・聖マリア女学院（マドンナホール）
　　　　〒501-2565　岐阜市福富201
係　り　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）、
　　　　☎090-3933-3220（碇・携帯電話）
交通アクセス　JR 岐阜駅から市バス12番バスのりばから
乗車、三田洞バス停下車（27～28分乗っています）乗車時
にTEL下さい。バス停で待っています。JR名古屋駅から
約1時間です。自動車で来られる方は聖マリア女学院でナ
ビ設定してください。

名古屋オルガンの秋 presents

パイプオルガンブランチコンサート
～地には平和あれ～ Christmas Angels

歌とオルガンによるアベ・マリア集

日　時　12月9日（水）　開場10：00　10：30～11：30
場　所　愛知県芸術劇場コンサートホール
演奏者　Sop　本田美香＆加藤佳代子
　　　　ハンドベル　名古屋女子大学
　　　　音楽表現ゼミ
　　　　Org　吉田文
主　催　名古屋オルガンの秋実行委員会
問合せ　二宮音楽事務所　☎052-505-0151
事情によりコンサートが中止になる場合はHPでお知らせ
します。
http://organaki.exblog.jp

名古屋教区中高生会�
クリスマス黙想会案内

日　時　12月19日（土）　12：00～15：30
（昼食はこちらで準備します）
場　所　カノッサ修道女会　養成の家
　　　　名古屋市東区白壁4丁目36
参加費　無料
対象者　中学1年生～高校3年生
定　員　20名
　　　　定員になり次第締め切ります。
申込み　�URL を読み取って申し込み。
ＵＲＬ　https://forms.gle/XMW4gyMQqpGrUEev6
締切り　12月12日（土）
連　絡　�時節柄、感染症対策は細心の注意を払って行いま

す。また中止となる場合もあります。その際は E
メールにて連絡します。

　　　　参加者はマスクを着用願います。
問合せ　中高生会担当司祭　伊藤大有
　　　　（東山教会　☎052-781-6514）

主にささげる24時間～聖体礼拝
　主税町記念聖堂では月に2回聖体礼拝が行われていま
す。開始時と終了時にミサが行われます。どうぞご参列く
ださい。
日　時　毎月第2・第4木曜日
　　　　木曜日19：00～金曜日19：00
場　所　カトリック主税町記念聖堂
　　　　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父　携帯電話 090-1623-1170

名古屋教区ニュース専用の�
メールアドレス設定

　名古屋教区ホームページ担当者のご協力により「名古屋
教区ニュース」専用のメールアドレスが新設されました。
今までは早川努神父（稲沢教会主任司祭）とスタッフの荒
川有朋個人のアドレスを使っていましたが、今後は下記ア
ドレスに投稿できますので、ご活用下さるようご案内致し
ます。メールアドレス：news@nagoya-diocese.jp
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達成率
約76.7％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

621件 30,688,995円
（10/31現在）目標額 40,000,000円
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名古屋教区本部事務所の休館日
　12月25日（金）
　12月28日（月）～2021年 1 月 3 日（日）
　 1月 4日（月）より仕事始め。

聖パウロ書院からご案内
　クリスマス＆年末年始の休みは下記の通りです。
　ご降誕祭の準備はお早目に！
開店時間
12月24日（木）　10：00～19：30
12月25日（金）　10：00～17：00
12月26日（土）　10：00～17：45
12月27日（日）　10：00～17：45
12月28日（月）　定休日
12月29日（火）　10：00～17：45
　年末年始の休みは下記の通りです。
　2020年12月30日（水）～2021年1月4日（月）
　2021年1月5日（火）より通常開店いたします。

新刊書紹介   �

アリの町のクリスマス
女子パウロ会発行　1,320円（税込）

小さな町に届いたほんとうのク
リスマス。アリの町のマリア北
原怜子さんと子どもたちの心が
ふれあった初めての物語。社会
の片隅で忘れられている人たち
に、光を輝かせた北原怜子さん
は、すべての人を愛してくださ
る神の愛のメッセンジャーでし
た。飼い葉桶から光を輝かせた
イエスのように、愛と希望をも
たらそうとされたのです。
� （カトリック東京大司教・菊地功大司教　推薦）


